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１　題　　材　　みんなで合わせようⅡ
　　　教材　　　◎「こうしんきょく」　　　　チャイコフスキー　作曲（本時主教材）
　　　　　　　　　「どこかで」　　　　　　　石桁冬樹　　作詞・作曲
　　　　　　　　　「ぷっかり　くじら」　　　高木あきこ　作詞　　長谷部匡俊　作曲
２　題材について
　(1)　題材の位置とねらい

　これまでに子どもたちは，第１学年題材「みんなであわせようⅠ」において，友だちの声や楽器
の音を聴き合いながら拍の流れを感じ取ったり演奏したりする活動を通して，歌詞の内容や音楽の
特徴を生かした表現の工夫をしたり，正しい音やリズムに気を付けながら歌ったり演奏したりする
ことの楽しさを味わってきている。さらに子どもたちは，互いの歌声や楽器の音を合わせて歌った
り演奏したりしたいという欲求が高まってきている。
　そこで，ここでは，互いの歌声や楽器の音を聴き合いながら，拍の流れやフレーズを意識して
歌ったり演奏したりする活動を通して，互いの歌声や楽器の音色を聴きながら，音楽の特徴を生か
して表現する能力を育てるとともに，互いの歌声や楽器の音色に関心をもち，自分の声や歌を合わ
せて表現しようとする意欲や，音楽の特徴や音楽の仕組みを生かした表現を工夫する能力を高める
ことをねらいとして，本題材「みんなで合わせようⅡ」を設定した。
　ここでの学習は，音の重なりを感じ取って，美しく響き合う表現の工夫をする能力を育てる３年
生題材「音の重なりを感じ取ってⅠ」の学習へと発展していくこととなる。

　(2)　指導の基本的な立場

　互いの歌声や楽器の音色を聴きながら，音楽の特徴やフレーズを生かして表現する能力を高める
ためには，音程やリズムなどに気を付けて，友達と合わせて表現したり，伴奏の流れを感じ取って
表現したりする楽しさを味わえるようにすることが効果的である。特に，この期の子どもたちには，
体の動きを伴った活動や互いに聴き合う活動を通して，友だちの歌声や伴奏の響きを聴きながら，
自分の歌声や楽器の役割を意識し，演奏の面白さや喜びを味わうようにすることが大切である。
　具体的には，まず，「こうしんきょく」を取り上げる。この曲は冒頭の旋律が繰り返し登場する
のが印象的である。また，繰り返す旋律の中にトランペットとバイオリンが交互に現れたり，同時
に重なったりするため，楽器の音色の違いや，音楽の仕組みを感じ取るのに適している。そこで，
ここでは，旋律を口ずさんだり，楽器を演奏するまねをしたりする活動を通して，楽器の音色や音
楽の仕組みに気を付けて鑑賞する楽しさを味わえるようにする。

　次に，「どこかで」を取り上げる。この曲は輪唱の導入に適しており，１，３，５小節が同じ旋律
である。また，２，４，６小節では擬音語の歌詞の部分の音が重なるようになっており，互いの歌声
を聴き合いながら声を合わせて歌うのに適している。そこで，ここでは，互いの声を聴き合ったり，
同じ旋律を歌っていることを感じたりしながら，音が重なり合う楽しさを味わえるようにする。
　さらに，「ぷっかりくじら」を取り上げる。この曲は，主な旋律に副次的な旋律が加わった曲で，
歌声と楽器の音による響きを味わうのに適している。また，主な旋律と副次的な旋律のリズムが異
なるため，拍の流れにのりながら歌声と楽器の音を聴き合って演奏することにも適している。そこ
で，ここでは，拍の流れや休符を感じながら歌ったり演奏したりする活動を通して，音を聴き合い
ながら，気持ちを合わせて演奏する楽しさを味わえるようにする。
　このような学習を通して，子どもたちは，音楽を形づくっている要素の働きを感じ取りながら目
指す表現に向かって表現したり鑑賞したりすることへの意欲を高め，自分の思いをもって音楽経験
を生かしながら楽しく音楽とかかわっていこうとする態度を養うことができる。

第２学年　音楽科学習指導案
は組　男子18名　女子17名　計35名
指　導　者　　　五　代　　香　織
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　(3)　子どもの実態（調査対象　２年は組　男子18名　女子17名　計35名）
　本学級の子どもたちの実態は次の通りであった。

　①②から，みんなで合わせて歌ったり，演奏したりすることの楽しさを多くの子どもが感じてい
る。その要因として，一緒に活動することの楽しさや，そのことから得られる心理的な満足感，技
能面の高まりが多く挙げられた。一方「好きではない」と答えた子どもは，間違うことで合わなく
なるのではという不安を挙げていた。これは，みんなでつくりあげるという過程よりも，演奏した
結果を重視していることが要因であると考えられる。
　③から，みんなで合わせる際に，発声やリズム，速さを合わせる重要性に着目している子どもが
多いが，どうすれば合うのかについて，その方法を挙げている子どもは少ない。これは，自分たち

の目指す表現が明確でないために，目指す表現に到達するための方法について具体的にイメージで

きていないことが要因であると考えられる。

　④から，多くの子どもが発声や音量に気を付けて，合わせて歌うことができているが，音程が不
安定だったり，拍の流れが一定でなかったりする子どももいた。これは，音高感が不十分であった
り，自分の演奏に精一杯で，周りの音を聴いていなかったりすることが要因であると考えられる。
　⑤から，子どもたちは様々な音楽の特徴に気付いているものの，それらが生み出す働きを感じ取
るまでには至っていない。そこで，感じたことと気付いたことを結び付けられるようにしていく必
要がある。

　(4)　指導上の留意点

　　ア　課題把握・課題追求Ⅰの過程では，旋律の反復や，楽器の音色，問いと答えから生まれる曲の
気分や面白さを感じ取って鑑賞することができるようにする。そのために，旋律を口ずさんだり
楽器を演奏するまねをしたりしながら，音楽の特徴や仕組みに気付かせるような活動を設定する。

　　イ　課題追求Ⅱの過程では，歌詞や旋律が反復する面白さを感じ取って，互いの声を聴き合いなが
ら見通しをもって活動ができるようにする。そのために，学習した鑑賞曲の想起をさせること
で「旋律の反復」に着目させ，同じ旋律がどこに出てくるかを問う発問をしたり，重なり合う

声の響きを互いに聴き合ったりする活動を設定する。

　　ウ　課題追求Ⅲの過程では，歌声と楽器の音の組合せによる響きを聴きながら，旋律の特徴やフ
レーズを生かして演奏することの楽しさを味わうことができるようにする。そのために，音符
や休符の長さを確かめながら演奏できるようにしたり，子どもたちの技能差に応じて分担奏を
取り入れたりして，無理なく演奏ができるようにする。また，互いの歌声や楽器の音を聴き合
うなど，歌声と楽器の音が重なり合うよさや面白さを感じ取ることができるような場を設定す
る。その際，合わせて演奏できたときの方法を振り返らせるなどして，目指す表現に到達する
ための方法について見通しをもつことができるようにする。
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３　目　　標
　(1)　互いの歌声や楽器の音色に関心をもち，自分の声や音を振り返りながら，進んで音楽活動に取り

組むことができる。
　(2)　楽器の音色，旋律やフレーズを聴き取り，それらが生み出すよさを感じ取って，互いの声や音を

聴き合いながら歌い方や演奏の仕方を工夫することができる。
　(3)　旋律の反復や問いと答えなどの音楽を形づくっている要素のかかわり合いを感じ取って鑑賞し

たり，互いの声や音を聴きながら正しい音程やリズムで歌ったり演奏したりすることができる。
４　指導計画（全７時間）
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５　本　　時（１／７）
　(1)　目　標

　旋律の反復や楽器の音色に関心をもち，音楽の特徴や音楽の仕組みに気付きながら進んで鑑賞す
ることができる。

　(2)　本時の展開に当たって
　本時では，思考の高まりを目的にした学び合いが重要だと考える。そこで，鑑賞の観点を見いだ
させるために，既習曲を用いて「旋律の反復」に焦点化する。また，自分の考えを体の動きや並べ
たカード等で可視化させることでそれぞれの楽器が交互または一緒に演奏されていることや「問い
と答え」といったさらなる音楽の特徴や仕組みに気付くことができるようにする。

　(3)　実　際


